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ふれあい通学合宿
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第20回青森県民駅伝大会

　９月２日に第20回青森県民駅伝が開催されました。野
辺地町は、総合では23位、町の部では10位という成績で
した。
　今年は、毎年出場している選手が参加できず、苦しい
状態での参加となりましたが、個人では７区を走った納
谷恵選手が区間２位、５区を走った矢部綾乃選手が区間
４位と大健闘でした。
　来年の野辺地町駅伝チームのさらなる活躍に期待が持
てるのではないでしょうか。

夏季ジュニアスキー指導講習会
及び講演会
　９月８日～９日の２日間、夏季ジュニア育成スキー指
導講習会及び講演会が開催され、町内外から約120名の
選手、指導者が参加しました。
　講師にオリンピック選手である夏見円氏をお招きし
て、夏季のトレーニング方法について学んでいました。
《夏

なつ

見
み

　円
まどか

　氏》
1978年７月２日生まれ
クロスカントリーでは、唯一ナショナルチームＡランク
入りを果たしている日本での第一人者。現在はＪＲ北海
道に所属している。

ウォーターマラソンスタンプラリー 2012
出発式

第７回停車場まつり

　９月５日、サンビレッジのへじにおいて、健康ウォー
ターマラソンスタンプラリー 2012出発式が開催されま
した。
　参加者を代表して、西舘繁さんが「今年も歩こう仙台
までを合言葉に頑張ります」と誓いの言葉を述べていま
した。
　出発式段階で約60名の申込みがありますが、随時申込
み受付していますので、健康のためにも参加してみては
いかがでしょうか。

　９月８日に観光物産PRセンター前で第７回停車場ま
つりが開催されました。
　約10店舗の出店と様々なイベントで多くの方が参加
し、楽しんでいました。特にビンゴ大会は大いに盛り上
がり、参加者はステージに釘づけとなっていました。
　今年参加しなかった方々は、来年参加してみてはいか
がでしょうか。

野辺地町駅伝チーム

指導を受ける参加者達

出発の号砲でスタートする参加者の方々

ビンゴ大会

まちのニュース
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行在所改修事業終了報告会

　８月30日、旧野村家住宅離れ（行在所）において、行在
所改修事業終了報告会が行われました。平成21年度から
始まった改修事業により、土台、屋根、外壁などを修繕、
改築し、明治時代の建築様式が再現された趣深い外観と
なりました。
　また、報告会終了後の祝賀会には多くの方が参加し、
改修が完了した行在所を眺めながらの食事を楽しみまし
た。

野辺地町エネルギー・環境教育
実践事業
　９月13日、町内小学５年生を対象に「野辺地町エネル
ギー・環境教育実践事業」が開催されました。
　八戸工業大学から講師と学生10名をお呼びし、「ペッ
トボトル風力発電」「省エネルギー」「液体窒素」「水質
検査」「電気自動車」の５つのテーマで実験をしながら
エネルギーについて学びました。
　参加した小学生は不思議な現象に目を輝かせながら、
学生の話を聞いていました。

ふれあい通学合宿

　また、報告会に先立った８月27日、江戸時代後期の豪
商野村治三郎の子孫で10代目に当たる野村治宣さんが行
在所を訪れ、1881年に明治天皇が東北巡幸後、野村家に
贈った「御紋章入り銀杯三重」を町に寄贈していただきま
した。
　「御紋入り銀杯三重」は９月６日まで行在所に展示さ
れ、現在は歴史民俗資料館で展示されています。

　９月13日から15日にかけて、中央公民館においてふれ
あい通学合宿が開催されました。
　今年の参加者は13名と少人数でしたが、食事の準備や
掃除、体験学習など盛りだくさんの内容に、参加者は常
に笑顔でした。
　15日の流しそうめんは天候にも恵まれ、とても楽しそ
うでした。
　参加した子供たちは、普段親にしてもらっていること
を自分たちで行ったことで、親へ対しての感謝の気持ち
が強くなったのではないでしょうか。

改修終了を祝いテープカットをする中谷町長ら

実験に取り組む若葉・馬門小学校５年生

寄贈していただいた銀杯

流しそうめんを楽しむ参加者

まちのニュース
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北部上北広域事務組合消防職員採用試験案内

　平成25年４月１日以降に採用する、北部上北広域事務組合消防職員の採用試験を下記により行います。

１．職種及び日時等

職　種 採用予定人員 試　験　日　等 受　験　資　格

消防 １名程度
期日：平成24年12月９日（日）
会場：野辺地町中央公民館

⑴�　昭和62年４月２日から平成７年
４月１日までに生まれた者で学校
教育法による高等学校以上を卒業
又は卒業見込みの者

⑵�　消防職員として職務遂行に必要
な体力及び健康を有する者

⑶�　普通自動車運転免許取得（採用
までに取得見込みの者含む。）し
ている者

⑷�　地方公務員法第16条各号のいず
れにも該当しない者

２．試験の方法
　　第１次試験　　　　教養試験、消防適性検査Ａ
　　第２次試験　　　　�平成25年１月中旬、第１次試験合格者を対象にして、作文試験及び面接試験を

行う。

３．申込み受付期間　　平成24年10月１日（月）から平成24年10月31日（水）まで
　　　　　　　　　　　午前８時30分～午後５時まで（ただし、土曜日、日曜日および休日を除く）
　　　　　　　　　　　※郵送の場合は、受付期限の日までの消印のあるものに限る。

４．申込み方法　　　　次の書類を北部上北広域事務組合消防本部庶務課へ提出してください。
　⑴　試験申込書　
　⑵　履歴書（顔写真添付、自己の特技、趣味、応募の動機などについて記載）
　⑶　最終学校の卒業証明書または卒業見込み証書（開封無効）
　⑷　成績証明書（開封無効）
　⑸　顔写真２枚（上半身脱帽、縦４㎝×横３㎝、試験日の３ヵ月以内に撮ったもの）
　　　※試験申込書は消防本部庶務課にあります。
　　　　郵送での請求は、返信用の封筒（送付先記入、切手添付）を同封してください。

５．問い合わせ先　　〒039－3113
　　　　　　　　　　青森県上北郡野辺地町字田狭沢40番地９
　　　　　　　　　　北部上北広域事務組合消防本部庶務課（電話0175－64－0650）

お知らせ
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下町商店会様が益金35,210円を
義援金として岩手県へ送付。

下町商店会様より岩手県へ義援金一般廃棄物最終処分場の水質検査結果を
野辺地町ホームページで公表しています

　過去３ヵ年分の野辺地町一般廃棄物最終処分場・旧寺ノ沢ごみ
埋立地の水質検査の結果を町のホームページで公表しています。
放流水、地下観測井（上流・下流）の３地点で調査を実施してい
ます。今後も引き続き更新していきます。
� 担当：建設環境課　

スイミングスクール開催
　屋内温水プール『サン・ビレッジのへじ』で、次のとおり初心
者から中級者を対象とした後期スイミングスクールを開催しま
す。
　定員になりしだい締め切りますので、参加料（入館料含む）と
印鑑を添えてお早めにお申し込みください。

１、受付期間　　　　10／５（金）～　定員になり次第終了
２、講　　師　　　　フィットネスクラブ　ウイング青森
３、申込み、問合先　サン・ビレッジのへじ（TEL 64-9777）

コース 募集人員 対　　象 開催日 時間 参加料

幼　児 30人 満３歳から
就学前

11月１日～
12月６日ま
での毎週木
曜日
（全６回）

15：30
～16：30 1,000円

児童・生徒 40人 小・中学生
初・中級者

17：00
～18：00

1,600円
（入館料含む）

　老人クラブ連合会女性部では芸能発

表大会を開催し、会員の踊り、唄を披

露いたします。

●期　日　　10月16日（火）

●時　間　　午前９時30分～正午まで

●会　場　　中央公民館

●問合せ　　野辺地町社会福祉協議会

　　　　　　☎64－0401

芸能発表大会開催公立野辺地病院からのお知らせ

　平成24年10月から応援医師の都合により眼

科と産婦人科の診療日が変更になります。

眼科外来→週１回 月曜日のみ
産婦人科外来→週１回 木曜日のみ

となりますのでお知らせ致します。

　患者様には大変ご迷惑をおかけすることとなりま

すが、ご理解・ご協力の程よろしくお願い致します。

　問合せ先　　公立野辺地病院　医事グループ

　　　　　　　☎0175－64－3211

お知らせ
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馬門財産区議会議員選挙のお知らせ
　任期満了に伴う馬門財産区議会議員一般選挙を次
のとおり行います。ただし、立候補者が定数８名を
超えない場合は無投票となります。

○投票日時　10月21日（日）午前７時から午後８時
○開票日時　10月21日（日）午後９時から
○投票及び開票場所　　馬門公民館
○�期日前投票　10月17日（水）から20日（土）の午
前８時30分から午後８時まで、野辺地町役場小会
議室で行います。

○�立候補の受付　10月16日（火）午前８時30分から
午後５時まで、選挙管理委員会室で行います。

○�立候補予定者説明会　10月５日（金）午後２時か
ら選挙管理委員会室で行います。

○問合せ先　選挙管理委員会　☎64－2111 内線264

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
町では、今年も高齢者のインフルエンザ予防接種
の料金を一部助成します。

対　　象　　�昭和22年10月31日以前生まれの野
辺地町に住所を有する方

　　　　　　�対象者には10月下旬に個別に案内を
お送りします。

　　　　　　�お送りした書類を持参して接種して
ください。

実施期間　　平成24年11月１日～ 12月31日

場　　所　　町が契約している医療機関（案内参照）

負 担 額　　�接種費用のうち一人当たり1,000円を
町が負担

問い合せ　　�野辺地町健康増進センタ―
　　　　　　健康づくり課　電話64-1770

結核検診のお知らせ
　以下の日程で結核検診を実施します。下記日程をごらん
になり、当日受診票をお持ちのうえ、近くの巡回場所にお
いでください。
＜結核集団検診日程＞　
対　象：�65歳以上（昭和23年３月31日以前に生まれた方）
　　　　�かつ、今年胸部レントゲン写真をまだとっていない方
　　　　※�「肺がん検診」を受けた方や治療中の方は不要です。
ご注意：�対象の方には、「結核受診票」を郵送します。（10月下旬）
　　　　受診期日まで、大切に保管してください。
月　日 時　間 場　所

11月５日（月）

９：00～９：20 えぼしコミュニティーセンター
９：30～９：45 元西野商店前（川目）
９：55～10：15 近藤町（佐々木さん宅前）
10：25～10：45 観光ＰＲセンター
10：55～11：15 町立体育館

11月６日（火）
９：00～９：30 役場前
９：40～10：00 松竹食堂前
10：10～10：50 ヤマザキショプ横（旧古林酒店）
11：00～11：20 勤労青少年ホーム

11月７日（水）

９：00～９：20 クローバー作業所（松ノ木平）
９：30～９：50 マエダストア野辺地店駐車場
10：00～10：20 第２久保田歯科医院前
10：30～10：50 丸山商店前
11：00～11：20 愛宕公園駐車場

11月８日（木）

９：00～９：20 ㈲石孝電機工業前
９：30～９：50 さいとう整骨院前
10：00～10：20 金沢集会所（大祐堂）
10：30～11：00 野辺地警察署駐車場
11：10～11：40 漁業協同組合前

11月９日（金）

９：00～９：20 中央公民館
９：30～９：45 岡山食堂
９：55～10：10 馬門中地区隣接道路（齋藤起一さん宅隣）
10：20～10：35 馬門公民館
10：45～11：00 元柴久商店前
11：10～11：30 健康増進センター

11月12日（月）

９：00～９：15 目ノ越地区農産物加工等施設（婦人ホーム）
９：25～９：40 有戸地区学習等共用センター
９：50～10：10 塩谷商店前（明前）
10：20～10：35 木明地区農作業管理休養センター
10：45～11：00 ゆうき青森農業協同組合らくのう支所前
11：10～11：30 ㈱木村管工社員寮駐車場

けいちょう

傾聴サロン
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。

傾聴研修会修了生がお話をお伺いします。秘密は厳守します。

10月9日(火)　10月25日(木)　11月5日(月)　11月20日(火)

時間　毎回13：00～15：00　＊申し込み不要　時間内にいつでもどうぞ

場所　健康増進センター

問合せ先　健康づくり課（健康増進センター内）
　　　　　電話64－1770

けいちょう

傾聴サロン
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。

傾聴研修会修了生がお話をお伺いします。秘密は厳守します。

10月9日(火)　　10月25日(木)　　11月5日(月)　　11月20日(火)

時間　毎回13：00～15：00　＊申し込み不要　時間内にいつでもどうぞ

場所　健康増進センター

問合せ先　健康づくり課（健康増進センター内）
　　　　　電話64－1770

　この教室はメタボリック症候群予防や、がん予防のポイントを
講義や調理実習をとおして楽しく学ぶ教室です。健診の結果が心
配な方、メタボリック症候群やがんを予防したい方、家族のため
に学びたい方などお気軽にお申込みください。
対　　　象　�おおむね40歳から74歳までの国民健康保険被保険者。
時間・場所　10：00 ～ 14：00　野辺地町健康増進センター
申　込　み　�電話もしくは来所で、下記担当までお申し込み下さい。
し め き り　�開催10日前までですが、定員24名になり次第しめきります。
そ　の　他　参加費は無料です。

＊メタボリック症候群予防＊
○平成24年11月２日（金）
○�講義：「健診の結果はいかが
でしたか？」
　�健診項目にそって、食事のポ
イントを解説します。
○�調理実習：「メタボリック症
候群予防の食事」
　�長芋のつくね　キャベツのごま酢あえなど
○�運動実技：「メタボリック症候
群予防のエクササイズ」DVD
を使ってのエクササイズ
　※�運動できる服装で、汗拭きタオ

ル・飲料水をお持ちください。
　�（10月３日の教室と同じ内容です。）

申し込み・お問合せ先　野辺地町健康増進センター　健康づくり課　電話64-1770

＊がん予防・骨密度アップ＊
○平成24年11月30日（金）
○�講義：「がんのリスクを下げ
る生活習慣・骨密度を上げる
生活習慣」

　�今日から実践できるポイント
を、わかりやすくお話しします。

○�調理実習：「冬の食材で野菜・
カルシウムたっぷりメニュー」

　�簡単ポトフ　和風ピラフ　デ
ザートなど

　�（12月19日も
同じ内容で実
施します。）

減
ヘ ル シ

る脂～
クッキング教室のお知らせ

お知らせ
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平成２４年秋の火災予防運動
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－

０
０
２

�

（
平
日
９
時
半
～
18
時
ま
で
）

○実施機関
　平成24年10月15日（月）～
� 平成24年10月21日（日）

○統一標語
『消すまでは出ない　いかない
　離れない』

【�住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
３つの習慣・４つの対策

３つの習慣
◎寝たばこは、絶対やめる。
◎�ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する
◎�ガスコンロなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す

４つの対策
◎�逃げ遅れを防ぐために、住宅
用火災警報器を設置する
◎�寝具や衣類からの火災を防ぐ
ために、防炎製品を使用する
◎�火災を小さいうちに消すため、
住宅用消火器等を設置する
◎�お年寄りや身体の不自由な人
を守るために、隣近所の協力
体制をつくる

　10月１日は、「法の日」です。
　「法の日」は、国民の皆さんに、法の役割や重要性について考えていただくきっ
かけとなるようにと、裁判所、検察庁及び弁護士会の協議で提唱され、昭和35年、
政府によって定められました。

法は、個人と個人との自由の調和を図り、安定した社会生活を送れるように
する役割を果たしています。また、国に対し、法に従って権限を行使する
ように命じることによって、国による権限行使が適正な内容と手続の下で

行われるようにすることで、国民の権利を守るという役割も果たしています。
　国民の皆さん一人一人が、法や裁判への理解を深めることは、社会の中でそれ
ぞれの自由を尊重しながら、安心して暮らせる社会をつくることに役立つものと
考えます。この機会に、是非、法や裁判について考えてみてください。

のぞいてみてください。法を身近に感じていただくために、裁判所、法務
省、検察庁及び弁護士会では、10月１日からの１週間を「法の日」週間と
し、毎年、全国各地で各種の行事を実施しています。裁判所では、今年も

「法の日」週間中、裁判員制度に関するものを始め、全国各地で法や裁判手続に関
する説明会や見学会等の催しを行う予定です。
　各地の催しは,『裁判所ウェブサイト』http://www.courts.go.jp/で紹介していま
す。皆さんのご参加を心よりお待ちしています。

日々わたしたちを取り巻く社会は変化し、生活の様々な場面で法の果たすべ
き役割がこれまで以上に重要となってきています。
　国民の皆さんが刑事裁判に参加する裁判員制度は、施行から３年が経

過し、今までに多くの方々が裁判員又は補充裁判員を経験されました。裁判員制
度の最新情報や広報用映画・裁判員経験者へのインタビューなどは『裁判員制度
ウェブサイト』http://www.saibanin.courts.go.jp/で紹介しておりますので、こち
らも是非、ご覧ください。

　裁判所は、これまでと同様、国民の皆さんのよりいっそうのご理解を得られる
よう、広報活動を続けて参ります。

　青森地方・家庭裁判所では、10月３日（水）の午後に「法の日」週間記念行
事を開催します。当日は、調停手続説明（模擬）や裁判員裁判法廷の見学を行
う予定です。
　詳細が決まり次第、裁判所ウェブサイトhttp://www.courts.go.jp/aomori/
でご案内しますので、ふるってご参加ください。

特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
さ
れ
た
方
へ
、
給
付
金
の
お
知
ら
せ
で
す

請求手続きは
平成25年１月15日まで

法の日を迎えて
～法を身近に感じてみよう～

表
示
登
記
無
料
相
談
会
開
催

公
開
林
業
講
演
会
の
開
催

　
「
土
地
家
屋
調
査
士
」は
、
表
示
に

関
す
る
登
記
・
筆
界
特
定
手
続
の
専

門
家
で
す
。
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
登

記
及
び
筆
界
特
定
手
続
を
代
行
い
た

し
ま
す
。
土
地
の
境
界
問
題
で
お
困

り
の
方
、
そ
の
他
の
建
物
や
土
地
の

表
示
に
関
す
る
登
記
・
境
界
手
続
な

ど
に
関
し
て
ご
相
談
承
り
ま
す
。
な

お
、
当
日
は
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

も
行
い
ま
す
。

○
日
時　
平
成
24
年
11
月
３
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

○
会
場

　

青
森
市

　
　
「
青
森
市
民
ホ
ー
ル
」

　

弘
前
市

　
　
「
弘
前
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
」

　

八
戸
市

　
　
「
八
戸
市
福
祉
公
民
館
」

　

電
話
に
よ
る
相
談

　
　
「
調
査
士
会
館
事
務
局
」

　

☎
０
１
７
・
７
２
２
・
３
１
７
８

○
問
合
せ
先

　

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
１
７
・
７
２
２
・
３
１
７
８

○
日
時　

�

平
成
24
年
10
月
31
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

　

青
森
市
松
原
一
丁
目
16

－

25

　

青
森
県
森
林
組
合
会
館
２
Ｆ

○
講
師

　

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所

　

産
学
官
連
絡
推
進
調
整
監

�

松
本　

和
馬
氏

○
演
題

　
「
森
林
施
業
と
生
物
多
様
性
」（
仮
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
み

　

10
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
、
メ
ー
ル
に
て
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
事
務
局
ま
で
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

○
事
務
局

（
社
）青
森
県
林
業
会
議

�

☎
０
１
７
・
７
２
２
・
５
４
８
２

（
F
）０
１
７
・
７
７
３
・
８
７
８
８

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

�
m
.nom

iya@
aom
ori-pref.or.jp

司法書士無料相談会開催
日　　時　平成24年10月20日（土）10：00 ～ 16：00
場　　所　野辺地町役場　観光物産ＰＲセンター
相談内容　登記相談（相続・贈与等）
　　　　　法律相談（多重責務・青年後見・消費者問題等）
費　　用　無料
相 談 員　司法書士（青森司法書士会会員）５名程度
主　　催　青森司法書士会　☎017－776－8393
担 当 者　相談事業担当理事　髙松隆雄
　　　　　� ☎0175－37－4303

お知らせ
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　交通安全視聴覚教材（ビデオ、ＤＶＤ）を無料で貸出しています。
　学校、職場、地域での交通安全教室等にお気軽にご利用ください。
　　　　　〒030－8570　青森市長島１丁目１－１（県庁舎北棟７階）
　　　　　青森県環境生活部県民生活文化課　交通・地域安全グループ
　　　　　TEL　（直通）017－734－9232
　　　　　　　　（代表）017－722－1111（内線6419）
　　　　　●直接来庁し、借用申込みする場合
　　　　　　→教材はその場でお渡しいたします。
　　　　　●電話等で借用申込みする場合
　　　　　　→教材は後日来庁の際にお渡しいたします。
　　　　　　　または、宅配便でお送りすることもできます。
　　　　　　　宅配料金は着払いで、申込者の負担となります。
　　　　　　　�教材を返却する場合の宅配料金等についても、申込者の

負担となります。

ビデオは約50本、ＤＶＤは約40本を貸出しています（一部状態等によ
り貸出できないものもあります）。
視聴覚教材のリストは青森県庁ホームページからもご覧いただけます。
青森県庁ホームページ　交通安全教材の貸出について�

http://www.pref.aomori.lg.jp/life/bosai/koutu_anzen_kyouzai.html

８�月�中 ８月末累計

発�

生
443件
（－101）

3,389件
（－93）

死�

者
７人
（－２）

32人
（＋１）

傷�

者
555人
（－163）

4,208人
（－95）

あなたも参加　わたしもやります　“交通安全”

交通安全視聴覚教材貸出のお知らせ

青森県交通対策協議会�平成24年８月31日現在

※�（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

平成24年　県内の交通事故概況 鉄道を地域資源に！
「地域鉄道・魅力発信シンポジウム」のお知らせ
　ひたちなか海浜鉄道取締役社長�吉田千秋さ
んによる講演の他、青森県出身のタレント　伊
藤桃さんらによるパネルトークを行い、「鉄道」
の魅力について熱く語り合います！
日　時：10月20日（土）　16：45～18：45
場　所：まかど温泉ホテル　１階「烏帽子の間」
　　　　（野辺地町字湯沢９）
その他：�入場は無料ですが、事前申込みが必要で

すので電話等によりお申し込みください。
お問い合わせ先：�青森県上北地域県民局地域連

携部地域支援室
電　話：0176－22－8194（直通）
ＦＡＸ：0176－22－8198　

不正軽油の防止について
　不正軽油の製造、販売及び使用等は脱税行為
であり、罰則として、10年以下の懲役や３億円
以下の罰金に処せられます。
　また、不正軽油は、適正な納税秩序を阻害す
るだけでなく、環境破壊の原因にもなります。
不正軽油は絶対に「作らない、売らない、買わ
ない、使わない」でください。
　次のような不正軽油に関する情報がありまし
たらご連絡ください。

○�不審な施設にタンクローリーが頻繁に出入り
している。
○著しく廉価な軽油を売り込みに来た。
○自動車の燃料に灯油や重油を使用している。

＜連絡・問合せ先＞　　　　　　　
上北地域県民局県税部　課税課　　
☎：0176-22-8111（内線209、210）青森県交通安全教材貸出 検索

申込先

申込方法

死　

者　

の　

状　

態

歩行中の死者 15人�（＋４）

飲酒運転による死者 ２人�（－３）

高齢者の死者�（65歳以上の人） 14人�（－１）
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者 11人�（－４）

非着用死者 ４人�（－２）
着用していれば助
かったと思われる人 ２人�（－２）

毎月１日は「県民交通安全の日」　15日は「高齢者交通安全の日」

生命を守るコンクリート生命を守るコンクリート

野辺地レミコン㈱野辺地レミコン㈱
大型車運転者・作業員　募集
（短期・アルバイト可）

大型車運転者・作業員　募集
（短期・アルバイト可）

連絡先　0175－64－2252　担当者　久保田まで

いのち

　

野
辺
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
創
立
40
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
し

「
新
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

10
年
間
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　

８
年
目
に
な
る
本
年
度
も
、
助
成

対
象
団
体
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
助
成
対
象
団
体

・�

町
内
で
活
動
す
る
青
少
年
団
体
及

び
、
そ
の
育
成
を
推
進
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
諸
団
体
。

・�

町
内
に
住
所
、
又
は
事
務
所
を
置

き
、
責
任
の
所
在
が
明
確
で
あ
る

こ
と
。

・�

対
象
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
十

分
な
管
理
能
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

・�

政
治
、
宗
教
活
動
を
目
的
と
す
る

団
体
は
除
く
。

二
、
助
成
対
象
事
業

⑴�　
青
少
年
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
育

成
に
貢
献
す
る
事
業

⑵�　
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
青
少

年
の
育
成
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
。

⑶�　

青
少
年
に
対
す
る
優
良
な
図

書
、
映
画
等
の
普
及
活
動
事
業
。

⑷�　
有
害
図
書
の
追
放
等
、
地
域
環

境
の
浄
化
活
動
及
び
、
よ
り
よ
い

環
境
づ
く
り
活
動
。

⑸�　
青
少
年
の
保
護
、
育
成
又
は
指

導
に
成
果
を
上
げ
貢
献
す
る
事
業
。

三
、
助
成
額

　

各
年
度
、
３
団
体
以
内
、
総
額

20
万
円
以
内
と
す
る
。

　

原
則
と
し
て
、
単
年
度
助
成
で
、

継
続
は
最
長
で
も
３
年
以
内
と
す
る
。

四
、
申
請
締
切
日

　
　

10
月
29
日
（
月
）

五
、
昨
年
度
助
成
団
体

　

・
馬
門
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
野
球
部

　

・
野
辺
地
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

六
、
問
合
せ
先

　

近
藤
医
院
歯
科　

近
藤
麿
史

�

電　

話　

64
・
２
６
４
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ　

64
・
２
６
６
７

野
辺
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　『
青
い
鳥
基
金
』

�

助
成
対
象
団
体
募
集

ミニガイド
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～
愛
宕
の
碑
を
め
ぐ
る
～

　

石
川
啄
木
句
碑
な
ど
の
文
学
碑
や

忠
魂
碑
な
ど
、
愛
宕
公
園
に
建
立
さ

れ
て
い
る
碑
の
い
わ
れ
や
歴
史
的
背

景
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。

と　
き　
10
月
26
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

～
２
時
30
分

と
こ
ろ　
図
書
館
２
階
・
視
聴
覚
室

講　
師　
野
辺
地
町
歴
史
を
探
る
会

　
　
　
　

会　

長　

鈴
木　

幹
人
氏

対　
象　
一
般

そ
の
他　
希
望
す
る
方
は
、
講
話
終

了
後
、
愛
宕
公
園
に
あ
る
碑
を
実
際

に
め
ぐ
り
ま
す
。

申
込
み　
10
月
26
日（
金
）ま
で

読
書
週
間
行
事

★
ド
キ
ド
キ
お
は
な
し
会

　

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

に
よ
る
お
話
会
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
～
３
時

と
こ
ろ　
図
書
館
２
階
・
視
聴
覚
室

対　
象　
幼
児
、
小
学
生

★
読
書
で
ス
タ
ン
プ
レ
ー
ス

　

図
書
館
か
ら
本
を
借
り
て
ス
タ
ン

プ
を
30
個
集
め
よ
う
。

期　
間　
10
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

～
11
月
30
日（
金
）

対　
象　
幼
児
、
小
・
中
学
生

★
古
雑
誌
・
古
本
差
し
上
げ
ま
す

　

期
間
中
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま

す
。

期　
間　
10
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

～
11
月
30
日（
金
）

★
お
す
す
め
本
の
募
集
と
展
示

　

あ
な
た
の
お
す
す
め
本
を
紹
介
し

て
下
さ
い
。
作
品
を
提
出
し
て
下
さ

る
方
に
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

募　
集　

�

10
月
25
日（
木
）ま
で
に
図

書
館
に
お
持
ち
下
さ
い
。

展　
示　
10
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

～
11
月
30
日（
金
）

文
字
数　

�

書
名
、
著
者
名
、
紹
介
者

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
紹
介
文
を
二

百
字
以
内
で
お
書
き
下
さ

い
。
用
紙
は
図
書
館
で
差

し
あ
げ
ま
す
。

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）

書　　名 著者名

ソロモンの偽証　第１部　事件 宮　部　みゆき

赤猫異聞 浅　田　次　郎

光圀伝 冲　方　　　丁

空飛ぶ広報室 有　川　　　浩

生きる悪知恵 西　原　理恵子

明日のことは知らず 宇江佐　真　理

微笑む人 貫　井　徳　郎

日本大沈没 藤　巻　健　史

竹に紅虎 下　川　　　博

『いじめ』は２学期からひどくなる！ 佳　川　奈　未

本　の　展　示

・目で読む耳で楽しむ読書　10／３（水）～26（金）
・読書標語にちなんだ本展　10／27（土）～11／９（金）

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

◆
朗
読
の
会
『
桜
秋
』
／
11
日
（
木
）

午
前
10
時
「
定
例
会
」

◆
お
は
な
し
工
房
／
13
日
（
土
）
午

後
２
時
「
読
み
聞
か
せ
と
簡
単
な

工
作
」

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
17
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
）

◆
ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
19
日

（
金
）
午
前
10
時
30
分
「
３
歳
未

満
児
向
け
」

◆
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル『
虹
色
の
会
』

／
20
日（
土
）午
後
１
時
30
分「
定

例
会
」

愛
宕
山
の
文
学
・
歴
史
散
歩

○
日　
時

　

平
成
24
年
10
月
27
日
（
土
）

�

９
時
～
15
時

　

平
成
24
年
10
月
28
日
（
日
）

�

９
時
～
14
時

○
場　
所

　

青
森
県
営
農
大
学
校

　

�

七
戸
町
字
大
沢
48

－

８

�

☎
０
１
７
６
・
62
・
３
１
１
１

○
内　
容

　

学
習
成
果
の
展
示

　

各
種
模
擬
店

　

農
産
物
販
売

　

農
作
業
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

○
問
合
せ
先

　

青
森
県
営
農
大
学
校

�

☎
０
１
７
６
・
62
・
３
１
１
１

第
33
回
営
大
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
研
修
会

　

10
日　

18
時
30
分
～

　

児
童
館
ホ
ー
ル

◆
避
難
訓
練

　

24
日　

16
時
～

ミニガイド
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【
日　
時
】

　

平
成
24
年
10
月
11
日（
木
）正
午

【
場　
所
】�

　

野
辺
地
中
央
公
民
館　

１
Ｆ　

大

ホ
ー
ル

【
会　
費
】

　

お
一
人　

２
０
０
０
円　

当
日
受

付
時
に
拝
受
い
た
し
ま
す

【
主
な
献
立
】

　

茶
粥
・
寄
せ
豆
腐
・
け
い
ら
ん
・
み

そ
貝
焼
き
・
豆
腐
の
磯
辺
揚
げ　

他

【
余　
興
】�

　

①
祇
園
囃
子
演
奏
、
②
野
辺
地
の

昔
話

【
申
込
受
付
】

一
般
募
集
：
10
月
2
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　

10
月
6
日（
土
）ま
で

受
付
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
T
e
l
･
F
a
x
で
受
付
。�

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

T
E
L
：
０
１
７
５
・
64
・
９
５
５
５

F
A
X
：
０
１
７
５
・
64
・
９
５
０
１

◎
野
辺
地
歴
史
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

【
日　
時
】

　

平
成
24
年
10
月
11
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
集
合
場
所
】

　

野
辺
地
中
央
公
民
館
前

【
会　
費
】

　

お
一
人　

３
０
０
円　

※
歴
史
民

俗
資
料
館
入
館
料
及
び
傷
害
保
険
料
。

第二回議会報告会開催
日　　時：平成24年10月20日（土）

　　　　　18時から

場　　所：中央公民館　大ホール

報告事項：９月定例会について

　多文化共生（国籍や民族が異なる人々が互いの文化的違いを認め合
い対等な関係を築きながら共に生きていくこと）をテーマにした講
演・パネルディスカッション、分科会が開催されます。フェアトレー
ド商品を味わいながら身近にできる国際協力を考えるパーティもあり
ます。興味のある方ならどなたでも参加可能ですが、事前のお申し込
みが必要です。
　　日　　時：平成24年11月７日（水）10：00～ 15：00　
　　場　　所：青森市水産ビル７階大会議室　　参加料無料
　　申込締切：11月５日（月）
　　申込・問合せ：（財）青森県国際交流協会　017-735-2221

むつ小川原地域・産業振興財団から、
助成事業募集のお知らせ

～あなたのヤル気、応援します！～

　（財）むつ小川原地域・産業振興財団は平成元年の設立
以来、県内各地の産業振興や地域づくりの取り組みに対し、
幅広く支援しています。
　本財団では、平成25年度の助成事業を次のとおり募集し
ています。

○募集事業名　　平成25年度プロジェクト支援助成事業
○対 象 事 業　　�地域の活性化及び産業の育成・振興を図

る次の事業です。
　　　　　　　　①人材育成　②技術開発　③商品開発
　　　　　　　　④市場・販路開拓　⑤観光開発
　　　　　　　　⑥環境整備　⑦スポーツ・文化交流　など
○助　成　金　　事業費の５分の４以内
○助成対象団体　　�県内の市町村、産業団体、地域づくりグ

ループ・組織など
○募 集 期 間　　平成24年９月１日～10月31日（必着）
○採択の合否　　平成25年２月下旬通知
○応募方法等　　�事業実施要望書に事業計画等を添えて申

し込んでください。
　　　　　　　　�要望書の様式等については、役場　企画

財政課または財団にご相談ください。
　　　　　　　　�また、概要についてはホームページでご

覧になれます。
○応　募　先　　財団法人むつ小川原地域・産業振興財団
　　　　　　　　〒030-0861　青森市長島２丁目10－４
　　　　　　　　　　　　　　（ヤマウビル７Ｆ）
　　　　　　　　TEL 017-773-6222　FAX 017-773-6245
　　　　　　　　ホームページ　http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/

町づくり先駆者
歴代町長・歴代議長
の慰霊祭を行います

　明治30年に野辺地村が野辺地町とな
り、今年で115年になります。
　町では、これまで町づくりの先駆者
として活躍し、故人となった歴代町長
及び歴代議長の慰霊祭を開催します。

１．日　時　
　　平成24年10月28日（日）
　　� 午後３時から
２．場　所
　　○慰霊祭
　　　午後３時から　西光寺　真宗会館
　　○偲ぶ会
　　　午後４時から　松山旅館

３．会　費
　　一人　5,000円

４．申込み
　　☎64－2111
　　　総務課　　　内線226
　　　議会事務局　内線254

５．締　切
　　10月15日（月）

郷
土
の
味
を
楽
し
む
会
及
び　
　

　

野
辺
地
歴
史
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

多文化共生フォーラムとフェアトレードパーティのお知らせ

お知らせ
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作
田　

み
ね
さ
ん　
（
86
）
金
沢
町

村
田　

ひ
さ
さ
ん　
（
95
）
駅
前
２

宮
澤　

フ
デ
さ
ん　
（
98
）
下
袋
町

一
戸　

康
之
さ
ん　
（
53
）
駅
前
２

赤
泊　

は
つ
さ
ん　
（
94
）
下
町
二

久
保
田
ハ
ル
さ
ん　
（
82
）
駅
前
１

五
十
嵐
明
子
さ
ん　
（
74
）
新　

町

髙
谷　

貞
子
さ
ん　
（
78
）
駅
前
１

蛯
澤　

ヤ
ヱ
さ
ん　
（
102
）
下
町
二

柴
田　

た
ね
さ
ん　
（
95
）
馬
門
２

沢
田　

真
梨
さ
ん　
（
27
）
金
沢
町

水
沢　

勝
美
さ
ん　
（
76
）
金
沢
町

野
村
由
喜
代
さ
ん　
（
87
）
中
袋
町

澤
田
リ
ョ
ウ
さ
ん　
（
89
）
中
袋
町

塩
谷　

サ
タ
さ
ん　
（
95
）
明　

前

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

（
８
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

広
報
９
月
号
記
事
訂
正
の
お
詫
び

　

広
報
９
月
号
戸
籍
の
窓
の
記
載
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
斉
藤
悠
真
く
ん
の

行
政
区
が
正
し
く
は
金
沢
町
で
し
た
。
ま
た
、
名
前
の
記
載
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
正
し
く
は「
蛯
沢
不
美
男
さ
ん
」で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●第１・４月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　10月15日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時

バス運行日（毎週月･木曜日）

10月１・４・11・15

　　18・22・25・29

中
谷　

凪な
ぎ
さ爽
ち
ゃ
ん
（ 

学 

）
枇
杷
野

工
藤　

宏こ
う
太た

く
ん
（
宏
一
）
馬
門
２

古
林　

佑ゆ
う
翔と

く
ん
（
譲
治
）
木　

明

山
中　

陽は
る
貴き

く
ん
（
貴
志
）
駅
前
２

立
花　

大だ
い
心ご

く
ん
（
晃
志
）
新　

町

藤
谷　

莉り

お央
ち
ゃ
ん
（
幸
司
）
松
ノ
木
平

木
村　
　

颯そ
う
く
ん
（
恭
平
）
城　

内

木
村　
　

耀よ
う
く
ん
（
恭
平
）
城　

内

太
田　
　

然ぜ
ん
く
ん
（
潤
也
）
中
袋
町

蛯
名　

杏あ
ん

至じ

く
ん
（
幸
穂
）
下
袋
町

稲
葉　

悠ゆ
う

仁と

く
ん
（
優
太
）
中
袋
町

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

�

～
敬
老
会
に
思
う
～
　

　

「
町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
が

２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
先

月
の
９
月
17
日
、
敬
老
の
日
に
ち
な

ん
だ
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
は
各
町
内
会
で
、
敬
老
を
祝

う
会
が
実
施
さ
れ
、
私
は
ほ
と
ん
ど

の
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
最
も
う
れ
し
か
っ
た
の

は
、
各
会
場
に
お
い
て
、
ユ
ニ
ー
ク

な
運
営
が
な
さ
れ
、
そ
の
会
に
参
加

さ
れ
た
多
く
の
高
齢
者
の
皆
様
の
笑

顔
あ
ふ
れ
た
、
楽
し
く
、
元
気
な
お

姿
を
拝
見
し
、
皆
様
と
様
々
な
事
を

話
し
合
い
、
語
り
合
い
、
楽
し
い
時

を
共
有
で
き
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
は
、

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
、
様
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
、
家
族
の
た
め
、
地

域
の
た
め
に
大
変
な
御
苦
労
を
な
さ

れ
な
が
ら
、
今
日
の
野
辺
地
町
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
改
め

て
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
の
高
齢
化
率
は

29
・
２
％
に
な
っ
て
お
り
、
85
歳
以

上
の
方
々
も
６
６
２
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
地
域

社
会
発
展
に
尽
く
し
て
き
た
皆
様
の

ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、
今
後

益
々
元
気
に
長
生
き
し
て
い
た
だ
く

べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
健
康

管
理
に
注
意
さ
れ
、
楽
し
い
元
気
な

毎
日
を
す
ご
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
一
方
で
は
、
少
子
化
対
策

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
少
子
化
の
原
因
と
し
て
、
若
者

た
ち
の
晩
婚
化
、
出
生
比
率
の
低

下
、
子
育
て
負
担
の
増
等
々
、
色
々

な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま

す
。

　

大
局
的
に
、
少
子
化
対
策
は
国
に

よ
る
施
策
が
望
ま
れ
る
こ
と
と
考
え

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
独
自

の
対
策
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
少

子
化
対
策
は
「
安
全
で
安
心
な
元
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
大
き
な
原
動

力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村
の

先
進
事
例
を
大
い
に
参
考
に
し
、
町

独
自
の
施
策
も
、
関
係
者
、
担
当
課

と
協
議
し
て
、
実
施
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

�

野
辺
地
町
長　
中
谷
純
逸

お知らせ
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無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談
国民年金に関する
こと

10月24日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）
（予約が必要です）
〒030-8554青森市中央１丁目22－８

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

10月９日（火）
９：00 ～ 12：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 11月２日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。10月23日
（火）まで総務課64－2111（内227）
へ申し込みください。予約必要

児童家庭相談
養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

行 政 相 談
行政に関する苦情・
要望等に関すること

10月16日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談
しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－２１１９

電 話 介 護
相 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

９：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

９

月

分

の

納

付

期

限

は

10

月

31

日
（

水

）

で

す
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健康増進センター内
　健康づくり課
　前田５番地２
　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週木曜日（８：30～17：00）となります。

☆年に一度の健康チェック【がん検診】をご利用の方は、忘れずにお申込みください。

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

10
月
は
15
時
30
分

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児
　　子ども健診

10月25日㈭
13：15開始

11月15日㈭
13：15開始

野辺地病院
小　児　科
（64－3211）

（10月25日）
平成24年６月生まれ

（11月15日）
平成24年７月生まれ

育児相談
離乳食前期指導
身体計測
小児科医療診察
結核予防法によるＢＣＧワク
チンの定期接種

対象者には個別に通
知します。

ＢＣＧ予防接種

７カ月児
　　子ども相談

10月17日㈬
10：00開始

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー
（64－1770）

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080
（はればれ）
火・木曜日

平成24年３月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、バス
タオルをお持ちくだ
さい。
対象者への個別通知
はしておりません。
毎月の広報で確認の
うえおいでください。

10カ月児
子ども健診

10月17日㈬
13：30開始 平成23年12月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等

１歳児
　　子ども健診

10月17日㈬
13：30開始 平成23年10月生まれの乳児

みんなの
　　子ども相談

10月17日㈬
14：30

０歳児から就学前まででこれ
までの子ども健診・相談の対
象月年齢以外の児 （希望者）

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターに
お申し込みください。

１歳６カ月児
　　子ども健診

11月６日㈫
12：50開始

平成23年４月～５月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。

３歳児
　　子ども健診

10月23日㈫
12：40開始

平成21年３月～４月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。

すくすくテレフォン 火・木曜日
（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

妊婦、産後の方、育児中の母
親、家族の方など

妊婦・育児の電話相談
（保健師が対応）

思春期はればれ
電話相談

思春期の方、思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談（保健師が対応）

総合健康相談
火・木曜日

（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

町民一般
保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談
薬剤師によるお薬の相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。
事前にお申し込みく
ださい。

マ タ ニ テ ィ
サ ロ ン

10月31日㈬
13：30 ～ 15：00

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー 妊婦とその家族

おしゃべり、情報交換、リフ
レッシュ
助産婦によるミニ講話

事前申込み不要

〈 予 防 接 種 〉
二種混合
（ジフテリア・
　　　破傷風）

10月１日㈪～
10月31日㈬　 町内委託医療機関

平成12年４月２日～
平成13年４月１日生まれの小
学６年生

予防接種法による定期予防接種

対象者には個別に通
知しています。８月以
降転入された方など
案内が届いていない
方はご連絡ください。

こども救急
電話相談

<毎　日>
午後７時～
翌午前８時まで

♯8000
または
017－722－1152

小児の保護者等

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応（看護師が相談に応じま
す。治療行為ではありません。）

青森県が実施主体で
す。



ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
のだ

よ

歯
ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

（
３
歳
児
健
診
で
ム
シ
歯
０ゼ
ロ
の
子
で
す
）

14

■町の人口

24年８月31日現在 前月比 前年同月比

14,710 （－）� 14 （－）� 74

　男� 6,910

　女� 7,800

（＋）� 5

（－）� 19

（－）� 50

（－）� 24

世帯数� 6,603 （－）� 7 （＋）� 70

ま
ち
の
○
○
紹
介
し
ま
す

劇
団
へ
の
へ
の
の
へ
じ

劇終了後の舞台挨拶

野辺地町文化祭演劇「しっかりしなさいませ、ご主人様」

　

劇
団
へ
の
へ
の
の
へ
じ

は
、
平
成
９
年
に
発
足
し
今

年
で
15
年
目
に
な
る
野
辺
地

町
の
劇
団
で
す
。
発
足
し
て

か
ら
、
町
の
文
化
祭
を
中
心

に
、
上
十
三
演
劇
祭
、
老
健

施
設
で
の
寸
劇
、
児
童
劇
の

声
優
な
ど
色
々
な
形
で
今
ま

で
18
作
品
25
公
演
を
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

脚
本
の
ほ
と
ん
ど
は
劇
団

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
、
野

辺
地
町
の
方
言
を
必
ず
取
り

入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

劇
団
の
代
表
者
で
あ
る
畠

山
邦
子
さ
ん
は
「
学
生
時
代

な
ど
に
演
劇
経
験
の
あ
る
団

員
は
少
数
で
、
そ
の
せ
い
か

厳
し
い
練
習
は
あ
り
ま
せ

ん
。
セ
リ
フ
を
覚
え
る
の
は

ち
ょ
っ
と
大
変
で
す
が
、
観

客
の
笑
い
や
拍
手
を
も
ら
っ

た
時
の
感
動
は
ク
セ
に
な
り

ま
す
。」
と
劇
団
の
魅
力
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

劇
団
で
は
、
役
者
や
ス

タ
ッ
フ
（
照
明
・
衣
装
・
脚

本
な
ど
）
を
募
集
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
興
味
が
あ
る
方

は
中
央
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥谷部　優
ゆう

くん

「
優
、
虫
歯
ゼ
ロ
よ
か
っ
た
ね
！
こ

れ
か
ら
も
歯
み
が
き
頑
張
ろ
う
！
」

�

（
母
、
紀
子
、
枇
杷
野
）

柴崎　未
み

憂
う

ちゃん

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
は
み
が
き

し
よ
う
ね
。」

�

（
母
、
千
夏
、
下
袋
町
）

久末　愛
ま

結
ゆ

ちゃん

「
虫
歯
ゼ
ロ
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
頑
張
ろ
う
ね
☆
」

�

（
母
、
久
美
、
馬
門
１
）

瀧澤　魁
かい

舜
しゅん

くん

「
あ
め
っ
こ
大
好
き
魁
舜
。
こ
れ
か

ら
も
食
べ
た
ら
歯
み
が
き
シ
ュ
ッ

シ
ュ
ッ
。」

�

（
母
、
麻
美
、
下
袋
町
）
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じ～の

一、私たちは、烏帽子岳のような誇り
高い文化と教育の町をつくります。

一、私たちは、野辺地川のような清い
心と美しい町をまもります。

一、私たちは、十符ヶ浦のような大き
い望みとゆたかな町をめざします。

一、私たちは、愛宕山のような温かい
福祉と健康な町をきずきます。

一、私たちは、人の和を大切にし活力
のみなぎる町づくりをすすめます。

　私
た
ち
の
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
先

人
よ
り
受
け
つ
い
だ
文
化
の
香
り
た
か
い

町
で
す
。

　私
た
ち
は
、
心
を
あ
わ
せ
て
「
真
実
と

友
愛
の
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
町
」

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

野
辺
地
町
町
民
憲
章


